
(57)【要約】

【課題】歩行者の通行を妨げず、雨水などをすみやかに

側溝に流すことができる歩車道ブロックを提供する。

【解決手段】

　歩車道境界ブロックの本体１１には、水抜き孔１２が

配設されている。これにより、歩道２１と車道２２との

境界のブロックの周辺で、雨水を溜めることなく、側溝

にすみやかに流すことができる。そして、ごみなどの滞

積および雑草の生育を防止することができる。また、そ

の本体１１には、凸条１４を備えた雑草生育防止体１３

が形成されている。これにより、歩車道境界ブロックの

周辺に雑草が生育しにくくなる。この結果、雑草などが

歩車道境界から成長して伸びることを効果的に防止する

ことができる。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 道 と 、 そ の 車 道 と 歩 道 と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク に お い て 、
　 前 記 歩 車 道 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 本 体 に 歩 道 側 か ら 車 道 側 に 貫 通 さ れ た 水 抜 き 孔 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 車 道 と 、 そ の 車 道 と 歩 道 と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク に お い て 、
　 前 記 歩 車 道 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 本 体 に 、 雨 水 を 歩 道 か ら 車 道 に 流 す 水 抜 き 孔 と 、
　 そ の 頂 部 が 前 記 歩 道 ま た は 車 道 の 表 面 部 よ り も 低 位 置 に な る よ う に 前 記 本 体 の 側 壁 に 取
り 付 け ら れ 、 略 矩 形 棒 状 に 形 成 さ れ た 雑 草 生 育 防 止 体 と 、
　 そ の 雑 草 生 育 防 止 体 の 上 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 長 さ 方 向 に 伸 延 さ れ
た 凸 条 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 本 体 の 端 部 に は 凹 部 が 形 成 さ れ 、 複 数 個 の 本 体 端 部 同 士 を 繋 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り
前 記 水 抜 き 孔 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 歩 車 道 境 界
ブ ロ ッ ク 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 考 案 は 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク 、 詳 し く は 歩 道 と 車 道 と の 境 界 に 設 け ら れ る 歩 車 道 境 界
ブ ロ ッ ク の 機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 障 害 者 や 高 齢 者 な ど が 生 活 す る の に 支 障 の な い よ う に 、 歩 道 と 車 道 と の 高 さ を 略
同 じ に す る バ リ ア フ リ ー 化 が 進 ん で い る 。 こ れ は 、 身 体 障 害 者 が 歩 道 か ら 車 道 へ の 転 落 す
る の を 防 止 な ど す る た め で あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 車 道 と 、 そ の 車 道 と 略 同 じ 高
さ の 歩 道 と の 境 界 に 設 け ら れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ４ １ ０ ６ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 来 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 水 抜 き 箇 所 は 、 歩 道 部 の 雨 水 な ど を 車 道 側 に 導 き 、 歩 行 者
の 通 行 を 妨 げ な い た め の 箇 所 で あ る 。 し か し 、 そ の 水 抜 き 箇 所 の 底 面 は 、 前 記 歩 車 道 境 界
ブ ロ ッ ク の 設 置 後 に 、 生 コ ン ク リ ー ト を 供 給 し て 施 工 し て い た 。 そ の 施 工 の 悪 さ に よ り 、
水 抜 き が 悪 く な る と と も に 、 ゴ ミ な ど が 溜 ま っ て し ま い 、 水 抜 き の 本 来 の 機 能 を 果 た し て
い な か っ た 。 そ し て 、 月 日 の 経 過 に よ り 、 歩 道 と 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク と の 間 か ら 雑 草 な ど
が 生 育 し て し ま い 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 周 辺 の 景 観 を 損 ね て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 考 案 は 、 前 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 雨 水 な ど を す み や か に 側 溝 に
流 す こ と が で き る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 こ の 考 案 は 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 周 辺 で の 雑 草 の 生 育 を 防 止 す る 歩 車 道 境 界 ブ
ロ ッ ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 （ １ ） 本 考 案 で は 、 車 道 と 歩 道 と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク に お い て 、 前
記 歩 車 道 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 本 体 に 歩 道 側 か ら 車 道 側 に 貫 通 さ れ た 水 抜 き 孔 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ ２ ） 本 考 案 で は 、 車 道 と 歩 道 と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク に お い て 、 前
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記 歩 車 道 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 本 体 に 、 雨 水 を 歩 道 か ら 車 道 に 流 す 水 抜 き 孔 と 、 前 記 本 体 の 側
壁 に 、 そ の 頂 部 が 前 記 歩 道 ま た は 車 道 の 表 面 部 よ り も 低 位 置 に 取 り 付 け ら れ 、 略 矩 形 棒 状
に 形 成 さ れ た 雑 草 生 育 防 止 体 と 、 そ の 雑 草 生 育 防 止 体 の 上 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 歩 車 道 境 界
ブ ロ ッ ク の 長 さ 方 向 に 伸 延 さ れ た 凸 条 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ ３ ） 本 考 案 は 、 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に お い て 、 前 記 本 体 の 端 部 に は 凹 部 が 形 成 さ
れ 、 複 数 個 の 本 体 端 部 同 士 を 繋 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り 前 記 水 抜 き 孔 が 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 考 案 に よ れ ば 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 本 体 に は 、 水 抜 き 孔 が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 歩 道 と 車 道 と の 境 界 の ブ ロ ッ ク の 周 辺 で 、 雨 水 を 溜 め る こ と な く 、 側 溝 に す み や
か に 流 す こ と が で き る 。 そ し て 、 ご み な ど の 滞 積 お よ び 雑 草 の 生 育 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
　 ま た 、 そ の 本 体 に は 、 凸 条 を 備 え た 雑 草 生 育 防 止 体 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 歩
車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 周 辺 に 雑 草 が 生 育 し に く く な る 。 こ の 結 果 、 雑 草 な ど が 歩 車 道 境 界 か
ら 成 長 し て 伸 び る こ と を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 は 、 車 道 と 歩 道 と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク に お い て 、 前 記 歩 車 道
ブ ロ ッ ク は 、 歩 道 側 か ら 車 道 側 に 貫 通 さ れ た 水 抜 き 孔 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 歩 道 は
、 そ の 車 道 と 略 同 じ 高 さ 位 置 に あ っ て も よ い 。 通 常 は 、 歩 道 は 、 車 道 よ り 略 ５ ｃ ｍ 程 度 高
い 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 歩 道 水 抜 き 孔 の 断 面 の 形 状 は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 半 円 形 、 円
形 ま た は 矩 形 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 構 造 に よ れ ば 、 歩 道 側 か ら 車 道 側 ま で 貫 通 さ れ た 水 抜 き 孔 を 備 え て い る 。 こ れ に よ
り 、 雨 水 は 、 歩 道 側 か ら 車 道 側 に 流 れ 、 そ の 車 道 の 下 部 に 設 け ら れ た 側 溝 に 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 考 案 は 、 車 道 と 歩 道 と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク に お い て 、 前 記
歩 車 道 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 本 体 に 、 雨 水 を 歩 道 か ら 車 道 に 流 す 水 抜 き 孔 と 、 歩 道 の 下 部 に 埋
設 さ れ 、 前 記 本 体 か ら 車 道 側 に 突 出 し た 突 出 体 と 、 前 記 突 出 体 か ら 上 方 に 突 出 し て 設 け ら
れ た 雑 草 生 育 防 止 体 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 構 造 に よ れ ば 、 歩 道 の 縁 石 と 歩 道 と の 隙 間 な ど に お い て 、 飛 来 し た 雑 草 種 子 が 発 芽
し て も 、 そ の 根 は 略 矩 形 棒 状 に 形 成 さ れ た 前 記 雑 草 生 育 防 止 体 と そ の 上 面 の 舗 装 材 と の 界
面 を 進 行 し な け れ ば 土 壌 に 達 す る こ と が で き ず 、 し か も 、 前 記 雑 草 生 育 防 止 体 の 上 面 に は
凸 条 が 長 さ 方 向 に 伸 延 形 成 さ れ て い る の で 、 根 の 進 行 は よ り 確 実 に 阻 ま れ る 。 し た が っ て
、 根 は 土 壌 に 達 す る こ と が で き ず 、 雑 草 は 枯 れ て し ま い 、 そ の 生 育 を 阻 む の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 構 造 を 実 現 す る 場 合 、 前 記 雑 草 生 育 防 止 体 は コ ン ク リ ー ト か ら な る ブ ロ ッ ク 体 と す
る こ と が 好 ま し い 。 コ ン ク リ ー ト の ブ ロ ッ ク 体 で あ れ ば 、 縁 石 と 一 体 構 造 と す る こ と も で
き る し 、 別 体 と し て 取 付 け る こ と に よ っ て 構 築 す る こ と も で き る 。 な お 、 必 ず し も コ ン ク
リ ー ト に 限 る も の で は な く 、 鉄 な ど の 金 属 、 硬 質 合 成 樹 脂 な ど か ら な る ブ ロ ッ ク 体 で あ っ
て も よ い 。 特 に 、 金 属 の 場 合 は 日 中 に 高 温 と な り や す く 、 雑 草 の 根 に 大 き な ダ メ ー ジ を 与
え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 既 設 の 歩 道 な ど に お い て 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 本 体 に 、 前 記 雑 草 生 育 防 止 体 を
後 付 け す る こ と に よ り 、 歩 車 道 境 界 に お け る 雑 草 の 生 育 を 防 止 す る 方 法 と し て 下 記 の 方 法
が あ る 。 こ れ は 、 と り も な お さ ず 前 記 歩 車 道 境 界 に お け る 雑 草 の 生 育 防 止 構 造 を 構 築 す る
方 法 と な る の で あ る が 、 歩 道 と 車 道 と の 境 界 に 配 置 さ れ た 縁 石 の 歩 道 側 舗 装 材 を 所 定 幅 剥
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離 し た 後 、 所 定 深 さ 掘 削 後 転 圧 し て ベ ー ス 部 を 形 成 し 、 こ の ベ ー ス 部 上 に 前 記 縁 石 と 略 同
長 さ の 雑 草 生 育 防 止 体 を そ の 頂 部 が 前 記 歩 道 の 表 面 部 よ り も 低 位 置 と な る よ う に 配 置 す る
と と も に 、 当 該 雑 草 生 育 防 止 体 を 前 記 縁 石 の 歩 道 側 を な す 側 壁 に 接 着 し 、 そ の 後 、 前 記 雑
草 生 育 防 止 体 を 覆 う よ う に 前 記 ベ ー ス 部 を 埋 め 戻 し 、 さ ら に ア ス フ ァ ル ト や コ ン ク リ ー ト
な ど か ら な る 舗 装 材 を 敷 設 す る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の と き 、 前 記 雑 草 生 育 防 止 体 を 前 記 本 体 の 歩 道 側 を な す 側 壁 に 接 着 す る 場 合 、 例 え ば
エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 な ど の 樹 脂 系 接 着 剤 又 は テ ー プ の 表 裏 面 に 粘 着 性 を 付 与 し た 所 謂 両
面 テ ー プ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 で あ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 製 品 に お い て は 一 般 的 に 用 い
ら れ て お り 、 十 分 な 接 着 強 度 が 期 待 で き る 。 ま た 、 両 面 接 着 材 を 用 い る 場 合 は 作 業 性 が 良
好 で あ り 、 施 工 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 な お 、 そ の 他 の 接 着 材 料 と し て モ ル タ ル を 用
い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 本 考 案 は 、 本 体 の 端 部 に は 、 車 道 側 か ら 歩 道 側 に 貫 通 す る 凹 部 が 形 成 さ れ て い
る 。 そ し て 、 複 数 個 の 本 体 の 端 部 同 士 を 繋 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り 、 水 抜 き 孔 を 形 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 雑 草 生 育 防 止 体 を 前 記 ベ ー ス 上 に 載 置 す る 場 合 は 、 こ の 雑 草 生 育 防 止 体 の 経 年 的 な
歪 な ど を 防 止 す る た め に 、 前 記 ベ ー ス 部 上 に 空 練 り モ ル タ ル を 敷 き 、 こ の 空 練 り モ ル タ ル
を 介 し て 配 置 す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 空 練 り モ ル タ ル は 約 ２ ０ ｍ ｍ 程 度 の 厚 み で よ く 、 雑 草 生 育 防 止 体 が 沈 み 込 む こ と な く 所
望 す る 高 さ で 配 置 す る こ と が 可 能 と な り 、 施 工 後 は 水 分 を 吸 収 し て 固 化 し 、 雑 草 の 根 や 茎
が 歩 道 と 車 道 と の 境 界 近 傍 と な る ベ ー ス 部 か ら 育 成 す る こ と を よ り 強 固 に 阻 む こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 雑 草 生 育 防 止 体 は 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 側 壁 部 に 略 矩 形 棒 状 に 形 成 さ
れ 、 そ の 上 面 に は 凸 条 が 長 さ 方 向 に 伸 延 形 成 さ れ て い る も の を 用 い る と よ く 、 前 述 し た よ
う に 、 根 の 進 行 を よ り 確 実 に 阻 み 、 雑 草 を 枯 ら す こ と が 可 能 と な る 。 凸 条 の 形 状 に つ い て
は 、 密 接 す る 舗 装 材 と の 界 面 が 屈 曲 し て 界 面 距 離 （ 根 の 進 行 距 離 ） が 長 く な る 形 状 で あ れ
ば よ く 、 屈 曲 経 路 が 複 雑 で 、 か つ 根 の 進 行 距 離 が 長 く な る ほ ど 防 草 効 果 は 高 ま る が 、 断 面
矩 形 形 状 の よ う な 単 純 な 形 状 の も の で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 こ の 考 案 の 実 施 形 態 の 一 例 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 本 考 案 の 要 部 を な す 車 道 ２ ２ と 歩 道 ２ １ と の 境 界 に 設 置 さ れ た 状 態 を 示 す 歩 車 道
境 界 ブ ロ ッ ク の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク 単 体 の 全 体 構 成 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 型 枠 に よ り コ ン ク リ ー ト で 一 体 成 形 さ
れ る 。 そ の 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 所 定 の 長 さ を 有 す る 本 体 １ １ を 備 え 、 そ の 本 体 １
１ が 複 数 個 連 結 さ れ て 、 歩 道 ２ １ と 車 道 ２ ２ と の 境 界 に 設 け ら れ る も の で あ る 。 そ の 本 体
１ １ の 形 状 は 、 そ の 断 面 が 略 台 形 を 有 し て 、 そ の 長 さ 方 向 に 伸 延 し て 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 そ の 本 体 １ １ に は 、 歩 道 ２ １ 側 か ら 車 道 ２ ２ 側 に 貫 通 さ れ た 水 抜 き 孔 １ ２ が 設 け ら れ
て い る 。 さ ら に 、 本 体 １ １ の 側 壁 に は 、 歩 道 ２ １ ま た は 車 道 ２ ２ の 表 面 部 よ り も 低 位 置 に
な る よ う に 雑 草 生 育 防 止 体 １ ３ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 本 体 １ １ は 、 例 え ば 、 そ の 長 さ が 略 １ ９ ９ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 そ の 断 面 が 台 形 を
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有 し て お り 、 底 面 の 幅 が 略 １ ９ ０ ｍ ｍ で あ り 、 そ の 上 面 の 幅 が 略 １ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 そ の
高 さ が 略 ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 水 抜 き 孔 １ ２ は 、 図 示 す る よ う に 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ 内 に 所 定 間 隔 を 有 し て 離 間
し て 配 設 さ れ る 。 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ の 本 体 １ １ は 、 そ の 端 部 の 側 面 に 凹 部 １ ６ を 形
成 し て い る 。 凹 部 １ ６ は 、 そ の 断 面 が 、 半 円 形 を さ ら に １ ／ ２ に し た 形 状 を 有 し て い る 。
そ し て 、 そ の 本 体 １ １ 同 士 を 繋 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り 、 半 円 形 の 水 抜 き 孔 １ ２ を 形 成 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 本 体 １ １ 同 士 を 繋 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り 、 雨 水 を 流 す 底 面 １ ５ が 形
成 さ れ る 。 な お 、 水 抜 き 孔 １ ２ は 、 前 記 本 体 １ １ の 端 部 で な く 、 中 央 部 に 配 設 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 水 抜 き 孔 １ ２ は 、 図 示 す る よ う に 、 歩 道 ２ １ 側 か ら 車 道 ２ ２ 側 に 向 け そ の 孔 の 大
き さ が 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 水 抜 き 孔 １ ２ の 底 面 １ ５ は 、 歩 道 ２ １ か ら 車 道 ２
２ に 向 け て 所 定 角 度 を 有 し て 傾 斜 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 雨 水 な ど を 、 歩 道 ２ １ 側 か ら
車 道 ２ ２ 側 に 溜 め る こ と な く 、 車 道 ２ ２ 側 に 配 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ２ ７ の 隙 間
２ ８ か ら 車 道 ２ ２ の 下 部 に 配 設 さ れ た 側 溝 ２ ４ に 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 雑 草 生 育 防 止 体 １ ３ は 、 図 示 す る よ う に 、 幅 Ｄ ： 高 さ Ｈ を １ ： １ と し た 断 面 視 矩 形 形 状
の 長 尺 棒 状 の ブ ロ ッ ク 本 体 の 上 面 中 央 に 、 長 さ 方 向 に 伸 延 す る 凸 条 １ ４ を 一 体 的 に 形 成 し
て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 雑 草 生 育 防 止 体 １ ３ の ブ ロ ッ ク 本 体 の 幅 Ｄ を 略 ６ ０ ｍ ｍ 、 高
さ Ｈ を 略 ６ ０ ｍ ｍ と す る と と も に 、 前 記 凸 条 １ ４ は 断 面 視 矩 形 形 状 と し 、 そ の 幅 ｄ と 高 さ
ｈ と を そ れ ぞ れ 略 １ ０ ｍ ｍ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 か か る 構 成 の 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ を 用 い た 雨 水 の 水 抜 き 構 造 お よ び 雑 草 の 生 育 防 止
構 造 を 、 既 設 の 歩 道 ２ １ に 適 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 既 設 の 歩 道 ２ １ と 車 道 ２ ２ と の 境 界 に 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ が 設
置 さ れ 、 こ こ で は 高 さ Ｈ ’ が ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 幅 Ｄ ’ が １ ９ ０ ｍ ｍ の も の を 用 い て い る 。 ま た
、 ２ ２ は 車 道 を 示 し 、 ２ ９ は こ の 車 道 ２ ２ の 舗 装 材 で あ る ア ス フ ァ ル ト で あ る 。 本 実 施 形
態 で は 、 歩 道 ２ １ は 、 車 道 ２ ２ よ り も 略 ５ ｃ ｍ 高 い 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 歩 道 ２ １ 側 は
、 土 壌 ２ ５ 上 に ア ス フ ァ ル ト ３ ０ か ら な る 舗 装 材 で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 か か る 既 設 の 歩 道 ２ １ に お い て 、 本 実 施 形 態 に お け る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 施 工 方 法 に
つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 歩 道 ２ １ の ア ス フ ァ ル ト ３ ０ を 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ よ り 歩
道 側 に 約 ３ ０ ｃ ｍ 程 度 掘 削 す る 。 そ し て 、 深 さ が １ ５ ～ ２ ０ ｃ ｍ 程 度 と な る よ う に 均 し 、
適 宜 転 圧 し て 土 壌 ２ ５ の ベ ー ス 部 を 形 成 す る 。 こ こ で は 転 圧 後 の 深 さ を １ ６ ｃ ｍ 程 度 と し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 い で 、 転 圧 し た 前 記 土 壌 ２ ５ の ベ ー ス 部 上 に 空 練 り モ ル タ ル ２ ６ を ２ ｃ ｍ 程 度 の 厚 み
で 敷 く 。 そ の 後 、 空 練 り モ ル タ ル ２ ６ 上 に 、 前 記 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ を 載 置 す る が 、
そ の 際 に 、 こ の 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ の 底 面 に エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 を 介 し て 接 着 す る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 空 練 り モ ル タ ル ２ ６ を 敷 き 、 そ の 上 に 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ を 載 置 し て
、 か つ エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 に よ り 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ に 接 着 し て い る の で 、 後 の 工
程 に お い て も さ ら に 全 て の 工 程 を 終 了 し た 後 に お い て も 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ の 位 置 ず
れ な ど が 生 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 最 後 に 、 土 壌 ２ ５ の ベ ー ス 部 を 修 復 す る 。 す な わ ち 、 土 壌 を 埋 め 戻 し 、 舗 装 材 で あ る ア
ス フ ァ ル ト ３ ０ を 打 設 し て 仕 上 げ る の で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の 工 程 に よ り 、 歩 道 ２ １ と 車 道 ２ ２ と の 境 界 に 配 置 す る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ の
歩 道 側 を な す 側 壁 に 、 頂 部 が 前 記 歩 道 ２ １ の 表 面 部 よ り も 低 位 置 と な る よ う に 前 記 歩 車 道
境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ と 略 同 長 さ の 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ が 取 付 け ら れ る と と も に 、 同 歩 車
道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ を 覆 う よ う に ア ス フ ァ ル ト ３ ０ が 敷 設 さ れ 、 し か も 、 前 記 歩 車 道 境 界
ブ ロ ッ ク １ ０ は 略 矩 形 棒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ そ の 上 面 に は 凸 条 １ ４ が 長 さ 方 向 に 伸 延 形 成
さ れ た 歩 車 道 境 界 に お け る 雑 草 の 生 育 防 止 構 造 が 既 設 の 歩 道 ２ １ に 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 既 設 の 歩 道 ２ １ に 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ を 設 置 す る こ と に よ っ て 、 既 設
の 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ を 無 駄 に す る こ と な く 簡 単 に 歩 車 道 境 界 に お け る 雑 草 の 生 育 防
止 構 造 が 構 築 で き 、 雑 草 な ど が 歩 車 道 境 界 か ら 成 長 し て 伸 び る こ と を 効 果 的 に 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ の 本 体 １ １ の 端 部 に は 、 凹 部 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 そ
し て 、 本 体 １ １ の 端 部 同 士 を 連 結 す る こ と に よ り 、 底 面 １ ５ を 備 え た 水 抜 き 孔 １ ２ を 形 成
す る こ と が で き る 。 従 来 の よ う な 施 工 の 悪 さ が 生 じ な い 。 こ れ に よ り 、 雨 水 を 歩 道 か ら 車
道 に す み や か に 流 す こ と が で き る 。 雨 水 が 溜 ま り に く く 、 ま た 、 ゴ ミ が 溜 ま り に く く な る
。 そ し て 、 雑 草 が 生 育 し に く く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し た が っ て 、 雑 草 に よ り 街 の 景 観 が 損 な わ れ る こ と を 防 止 で き 、 か つ 見 通 し が よ く な っ
て 交 通 安 全 に も 寄 与 す る こ と が で き 、 し か も 雑 草 処 理 な ど の メ ン テ ナ ン ス も 不 要 と な る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 そ の 本 体 に 雑 草 生 育 防 止 体 を 設 け た 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ に
つ い て 説 明 し た が 、 雑 草 生 育 防 止 体 を 設 け ず 、 上 記 水 抜 き 孔 を 備 え た 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク
１ ０ を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 し て き た 実 施 形 態 よ り 、 以 下 の 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク １ ０ が 実 現 す る 。
　 車 道 (２ ２ )と 、 そ の 車 道 (２ ２ )と 歩 道 （ ２ １ ） と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ
ク (１ ０ )に お い て 、 前 記 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） は 、 そ の 本 体 （ １ １ ） に 歩 道 （ ２ １
） 側 か ら 車 道 (２ ２ )側 に 貫 通 さ れ た 水 抜 き 孔 (１ ２ )を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 歩 車 道 境 界
ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 車 道 (２ ２ )と 、 そ の 車 道 (２ ２ )と 歩 道 （ ２ １ ） と の 境 界 に 設 置 さ れ る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ
ク （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） は 、 そ の 本 体 （ １ １ ） に 、 雨 水 を
歩 道 か ら 車 道 に 流 す 水 抜 き 孔 (１ ２ )と 、 そ の 頂 部 が 前 記 歩 道 ま た は 車 道 の 表 面 部 よ り も 低
位 置 に な る よ う に 前 記 本 体 (１ １ )の 側 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 略 矩 形 棒 状 に 形 成 さ れ た 雑 草 生
育 防 止 体 (１ ３ )と 、 そ の 雑 草 生 育 防 止 体 (１ ３ )の 上 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ
ク （ １ ０ ） の 長 さ 方 向 に 伸 延 さ れ た 凸 条 (１ ４ )と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 歩 車 道 境 界
ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 本 体 （ １ １ ） の 端 部 に は 凹 部 （ １ ６ ） が 形 成 さ れ 、 複 数 個 の 本 体 （ １ １ ） 端 部 同 士
を 繋 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り 前 記 水 抜 き 孔 （ １ ２ ） が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 考 案 に 係 る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク が 歩 道 と 車 道 と の 境 界 に 設 置 さ れ た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 考 案 に 係 る 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ ０ 　 歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク 、
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　 １ １ 　 本 体 、
　 １ ２ 　 水 抜 き 孔 、
　 １ ３ 　 雑 草 生 育 防 止 体 、
　 １ ４ 　 凸 条 、
　 １ ５ 　 底 面 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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